
 

 

 

 

 

 

 

       

 

カウントダウンフェスティバルに寄せて 

副校長 松瀬  歩 

 

 朝の澄んだ空気の中、丹沢山系越しに富士の頂上が美しく見えます。日頃より、本校の教育活動にご

理解・ご協力いただき、ありがとうございます。9月 25日、美しが丘小学校の副校長として着任しまし

た松瀬と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

私が初めて美しが丘小学校を訪れたとき、学校長から聞いた「来年度、50 周年を迎える。」という言

葉に大変驚かされました。というのは、私の出身校、戸塚区の川上北小学校も来年度 50 周年を迎える

ので、ただならぬ縁を感じたのです。校舎のつくりや校舎に刻まれた年月も母校と何となく似ており、

着任して 1カ月ですが、すでに学校に愛着を感じております。 

 さて、美小では 10月 14日(土)創立 50周年に向けたカウントダウンフェスティバルが行われました。

あいにくの雨でしたが、たくさんの子どもたち、保護者・地域の皆様が来られ、盛会に終わりました。

それも、本番に至るまで、実行委員会の皆様、PTA・地域の皆様の綿密な準備があってのことだと思い

ます。感謝申し上げます。 

 当日は、魅力的なたくさんのお店、様々な体験ブースがありましたが、２階渡り廊下に飾られた 50

周年に向けての子どもたちの思いを見ていただけたでしょうか。 

・華やかで自然いっぱいな学校でこれからもいてほしいです。また、優しくてにこにこしている生徒が

たくさんで楽しい学校でありますように。 

・全校のみんなが仲良く楽しく生き生きと過ごせて、他の学校からあの学校はよい学校だなと言っても

らえるような美小になってほしい。 

・50さい、おめでとう。いつもび小の中でべんきょうさせてくれてありがとう。これからもび小でべん

きょうさせてね。 

・うつくしがおか小学校へ。わたしはび小に通っているから、お友だちがいっぱいふえたよ。ずっとか

んしゃしながら通っているよ。ありがとう、び小。 

今年度卒業し、50周年にかかわれない 6年生のメッセージでしょうか、自分の思いを後輩に託すよう

なものや、学校に心があるように感じ、感謝の言葉を語りかけるようなものなど、子どもたちの美小に

対する思いの一端を知ることができます。 

 実は、周年行事は、子どもたちが学校への愛着を深め、保護者・地域の方々に見守られ育てられてい

ることを実感し、地域に生きる自分を自覚するよい機会なのです。それは、50年目という節目の年を迎

えるという高揚感だけではなく、子どもたちのため、地域のため、学校のために一生懸命働いている大

人の姿を子どもたちが身近に感じることができるからです。そうした大人の姿を感じた子どもたちは、

自分たちが大切にされていることを知り、感謝の思いをもち、地域への所属感を高め、地域の将来を担

う自分を自覚するのです。 

 「すべては子どもたちのために」、これからも保護者・地域・学校が手を携えて子どもたちのために何

ができるか語り合っていければと思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

横浜市立美しが丘小学校 平成２９年１０月３１日 

 
横浜市情報教育ネットワーク（YYネット）上に本校のホームページがあります。 学校長 畠山 真 
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電話（９０１）３４０８ URL：http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/es/utsukushigaoka/ 


